












研究目的 

乳児はその摂取熱量の約半分を脂肪から得ている。従って母乳の Bile Salt Stimulated 

Lipase の乳児栄養学的な意義は極めて大きい。特にこの酵素(BSSL と省記)が,易熱性であ

ることは,母乳の低温殺菌と関連して実際上の問題を提起するものである。即ち最近極小未

熟児の哺育には,人乳が使用されることが多くなったが,もし do-nor milk を使用する場合

には,biohazards 特にビールス・細菌などによる感染が問題になるので,低温殺菌が必要に

なる。しかし低温殺菌でも BS-SL の活性は完全に消失する。従って極小未熟児の哺育には,

低温殺菌人乳は適当でない。 

此の様な観点から,BSSL の酵素学的特性を,未熟児哺育という臨床的見地から見直すため

に,検討を加えた。即ち母乳分泌の条件と BSSL 活性の関係・母乳処理の条件と BSSL 活性の

関係,母乳冷凍の期間とBSSL活性の関係,および母乳を基質とした場合のlipolysisについ

て検討した。 


